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An 85-year-old man complained of macroscopic hematuria and painful urination. Cytoscopy revealed

a non-papillary tumor at the bladder neck extending to the trigone. Abdominal computed tomography

revealed thickening of the bladder wall in the same area but did not reveal lymph node swelling. Urinary

cytology was class IIIb. We conducted a transurethral resection of the bladder tumor (TURBT) after which

a histopathological examination showed urothelial carcinoma, G3, INFγ, pT2. From 6 days after TURBT,

severe fever persisted despite the administration of various antibiotics and his general condition deteriorated.

He died of acute myocardial infarction at 37 days after TURBT. Histopathological examination at autopsy

revealed extensive urothelial carcinoma, a plasmacytoid variant, of the bladder which had invaded into the

entire body including the lungs, liver, kidneys, adrenal glands, and veins, although tumor cells were not

identified in lymph nodes. We review the literature and report this rare case of urothelial carcinoma, a

plasmacytoid variant, of the bladder.

(Hinyokika Kiyo 58 : 101-103, 2012)
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緒 言

膀胱尿路上皮癌の形質細胞様型 (plasmacytoid vari-

ant) は1991年に Sahin らによって報告され，現在ま

でに59例の報告があるが比較的稀な疾患である．今回

われわれは TURBT 後に発熱をきたし，術後37日目

に心筋梗塞により死亡，剖検により膀胱尿路上皮癌・

形質細胞様型の全身転移と診断した 1例を経験したの

で報告する．

症 例

患者 : 85歳，男性

主訴 : 肉眼的血尿，排尿時痛

既往歴 : 70歳前立腺肥大症に対し内服開始

喫煙歴 : 65年×30本/日

現病歴 : 排尿時痛と肉眼的血尿にて近医で抗生剤加

療を受けるも軽快せず当科受診．膀胱鏡にて膀胱頸部

から三角部に連続する粘膜不整像を認め精査加療に当

科入院となった．

現症 : 身長 151 cm，体重 50 kg

血液生化学検査 : WBC 9,000/μl，CRP 2.4 mg/dl

尿検査 : 赤血球 ≥50/HPF，白血球多数/HPF

尿細胞診 : class IIIb

腹骨盤部 CT (Fig. 1) : 膀胱左壁の肥厚を認めた．

遠隔転移，リンパ節転移は認めなかった．

入院後経過 : 組織学的診断目的に TURBT を施行．

膀胱から三角部に隆起性病変を認めた．膀胱三角部と

泌58,02,9-1

Fig. 1. Abdominal CT revealed thickening of the
left lateral bladder wall.
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泌58,02,9-2

Fig. 2. Bone scintigraphy revealed multiple uptake.

前立腺部尿道を生検し，可及的に腫瘍を切除した．病

理結果はurothelial carcinoma，G3，INFγ，pT2 であっ

た．術後 6日目より 38°C を超える発熱が生じ，抗生

剤加療後も炎症反応は増悪した．経過中に腰痛が生

じ，骨シンチグラフィー (Fig. 2) で多発性の骨転移を

認めた．術後36日目に胸痛と呼吸苦が出現し，急性心

筋梗塞と診断，術後37日目に死亡した．同日病理解剖

を施行した．

病理解剖所見 : 膀胱癌は 8×6×1 cm，膀胱三角部

から前立腺部尿道へ連続していた．非乳頭型の尿路上

皮癌で形質細胞様型，G3，pT3a，INFγ であり癌細胞

は形質細胞に酷似しており (Fig. 3），周囲脂肪織や血

管，リンパ管への浸潤も認めた．肝臓・骨髄 (Fig. 4，

5)・脾臓にびまん性に浸潤し，両側副腎に小胞巣を形

成し，両側腎の糸球体毛細血管内にも浸潤していた．

また心筋梗塞の状態としては左右の冠動脈に動脈硬化

泌58,02,9-3

Fig. 3. Microscopic findings of the bladder, autopsy
specimen (HE stain ×400).

泌58,02,9-4

Fig. 4. Macroscopic examination of the bone mar-
row.

泌58,02,9-5

Fig. 5. Urothelial carcinoma cell infiltration of the
bone marrow (HE stain ×400).

性の狭窄を認め，特に左室後壁の心筋の線維化を認め

た．

免疫染色結果 : AE1/AE3・CK20・EMA・CD138・

CK7・κE1/AE が陽性を示し，LCA・S-100・Vimetin

は陰性であった．

考 察

膀胱腫瘍の特殊型には肉腫様型，微小乳頭型など12

種類が記載されている2)．形質細胞様型は1991年の報

告以来1)近年報告が増え，われわれの調べた限りでは

59例の報告がある．過去の報告例では平均年齢は66.1

歳（46∼85歳)1,3~15) であり，本症例が最高齢であっ

た．また男性52人に対して女性 5人（不明 2人）と圧

倒的に男性が多かった．膀胱鏡所見では非乳頭状・結

節性で平坦な腫瘤を認めることが多く，初診時に病期

が明らかな56例中，45例（80％）は病期Ⅲ・Ⅳの進行

癌であった．早期発見に難渋する理由として，肉眼的

血尿が生じにくいことや画像上隆起性腫瘤として確認

され難いことが挙げられる．また尿細胞診で class IV，

V を認めることは少ない．これは高分化型尿路上皮

癌に比しクロマチン量が少なく，核異型が少ないこと
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が原因と考えられる7)．

組織学的には細胞間の結合性が弱く，好酸性に染色

される細胞質を持ち，形質細胞様の形態を示すことが

特徴であり，神経内分泌腫瘍，リンパ腫などと類似し

ている11)．形質細胞様型では CD138 の発現が特徴的

とする文献もあるが3,8,10,14)，論議の分かれるところ

である9,11)．免疫染色で上皮性マーカーが陽性を示

し，筋原性やリンパ系マーカーが陰性を示すことが診

断に繋がる．また形質細胞様型では E-cadherin の欠

如が細胞異型が少ないにも拘わらず組織浸潤性が強

く，局所再発が多いことに関連があると示唆されてい

る11)．

本症例の直接死因は，心筋梗塞に起因する多臓器不

全であり，その原因は腫瘍細胞の全身血管への浸潤に

よる DIC と考えられた．原疾患に対する治療を成し

えぬまま不幸な転帰をとったが，Iraklis らは同様に診

断後 7日目に敗血症で死亡した例を報告している8)．

形質細胞様型尿路上皮癌の治療法として確立された

ものはなく，一般的な膀胱尿路上皮癌に準じて治療法

が選択されている．過去の報告例の多くは化学療法

(MVAC/GC 療法）を組み合わせて治療されていた．

Nigwekar らは17例中 7例に膀胱全摘術を施行してい

るが，これらは 2週間∼43カ月（中央値5.5カ月）の

間に死亡しており，悪性度の高さを物語っている16)．

一方で Kohno らは膀胱全摘術と術後化学療法により

CR を認めた報告をしている6)．また，Kawashima ら

は形質細胞様型は通常の尿路上皮癌と異なり有転移症

例でも化学療法への反応が良好である可能性を示唆し

ている15)．平坦な腫瘍で尿細胞診や TURBT にて形

質細胞様型が疑われた場合には，本症例の様な急激な

悪化を示す例があることを念頭に，症例によっては早

期の化学療法や膀胱全摘術の組み合わせを追求するこ

とが予後改善に繋がると考えた．

結 語

今回われわれは尿路上皮癌形質細胞様型と診断され

た 1例を経験したので報告した．
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